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この文章を書いているのは、2020年 11月上旬である。紅葉の季節を迎え、

次第に冬を深めていく衣笠キャンパスを歩いていても、そこにある桜の木に

はもちろん花はひとつとして咲いていない。

これをみて、「花がすべて散ってしまっており、桜の木も美しくない」と

だけ判断するのは、＜現状追認型リアリスト＞である。

しかしながら、しかるべき樹木医が見れば、この桜の木は健康で 4月にな

ると満開の花を咲かせるが、あの桜の木は病気で花を咲かせるために必要な

処置があると分かる。そのうえで、そうした人は、春を迎えたとき満開の花

を咲かせる桜並木の風景を思
v i s u a l i z e

い描くことができるはずだ。花が散ってしまっ

た桜の木を前にして、そうした態度は、＜現状追認型のリアリスト＞からす

れば「夢想家」にしかみえないかもしれない。

しかし桜のリアルを抉り出したうえで、その先の未来を描
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き出すことがで

きているのなら、それは、まさに＜夢見るようなリアリスト＞とも呼ぶべき

態度であると言えよう。新型コロナウイルス感染症以後の社会においても、

実際に見えている現状の背後に横たわっている多様な課題や論点を徹底的

（ラディカル）に抉り出し、その先にある新たな可能性への萌芽を感じとる

ことができるような、＜夢見るようなリアリスト＞の立場が重要となるので

はないか。

それこそが人文科学の役割なのである。

本特集では、まさに「夢見るようなリアリスト＞として、観光研究の領域
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でどのような研究が可能となるのかが議論されている。観光はこれまでどの

ようなものであったのか。そして新型コロナウイルス感染症以後の社会にお

いて、観光はどのようなものへと変容しつつあるのか。その中で観光の可能

性や役割はどこにあるのか。――本特集では、そうしたことが試行的ではあ

るが徹底的（ラディカル）に議論される。

社会学者ニコラス・ルーマンが述べたように、「なぜ、いままでそうであ

り続けてきたのだろう」という既存の世界に対する問いを深く突き詰めてい

くことで、「なぜ、いまそうなっているようなかたち以外のものにならなかっ

たのか」というべつの可能性に気づくことができる。そして「そうなってい

ることへの驚き」と「べつの可能性への気づき」をもてる者だけが、そこか

ら社会の新たな萌芽を発見し、新しい仕組みを提案することができる。本特

集は観光研究において、そうしたことを試みた端緒なのである。

※  なお本特集は、立命館大学「Withコロナ社会 提案公募研究プログラム

―Visionaries for the New Normal」「COVID-19以後のツーリズム・モ

ビリティの課題と可能性」（研究代表者：遠藤英樹）、および JSPS科研

費 20K12442「グローバルなアジア世界の共生を志向するポリフォニッ

ク・ツーリズム（多声的観光）」（研究代表者：遠藤英樹）の研究プロ

ジェクトとの連携のもとで編集された。
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